
寮
生
活
で
育
ま
れ
る

命
と
向
き
合
う
仕
事
の
精
神

創
立
1
1
3
年
目
、
藩
校
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
あ
ま
た
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
宮
崎
県 

高
鍋
農
業
高
校
は

か
つ
て
の
全
寮
制
を
引
き
継
ぎ
、
県
の
農
業
や
畜
産
業
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

園芸科学科／畜産科
学科

食品科学科／フードビ
ジネス科

宮崎県
高鍋農業高校

名
君
が
創
設
し
た
藩
校
の

園
芸
科
学
科
と
畜
産
科
学
科
の
生
徒

全
国
か
ら
激
励
が
寄
せ
ら
れ
、
山
形

エ
ン
ト
リ
ー
も
決
定
。
肉
用
牛
経
営
研

左上／茶や野菜、花き、果樹の栽培や
販売のスペシャリストを育てる。 右上／宮
崎県のフードビジネス構想と連動する形で
新設された学科。地域の農産物で郷土料
理や菓子などを製造するほか、直販所で
接遇も学ぶ。 右／パン、ジャム、ハムな
どの製造や食品の成分分析、衛生管理を
学び、企業と共同開発も行う。写真は試
薬の調整をしている様子。

尾鈴山の麓、高鍋城址に建つ高鍋農
業高校の校舎。大手門跡や校門前の
水堀が今も残る。

農業クラブ「肉用牛経営研究班」の15人が
力を合わせて育てた未経産の雌牛「なつひめ1
号」は地域の共進会でグランドチャンピオンに。

食品
科学科

園芸
科学科

フード
ビジネス科
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農業高校
特集1

名
君
が
創
設
し
た
藩
校
の

伝
統
を
今
に
受
け
継
ぐ

　
J
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
尊
敬
す
る
政

治
家
と
し
て
名
前
を
あ
げ
た
米
沢
藩
主

上
杉
鷹よ
う

山ざ
ん

。
そ
の
兄
で
あ
り
、
大
規
模

な
開
墾
や
木
炭
製
造
な
ど
の
事
業
を
行

っ
た
こ
と
で
、
名
君
の
誉
れ
高
い
高
鍋

藩
主
秋あ
き

月づ
き

種た
ね

茂し
げ

が
創
設
し
た
藩
校
の
明

倫
堂
は
寄
宿
制
を
採
り
、
身
分
に
関
わ

ら
ず
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
明
倫
堂
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
の

が
、
高
鍋
藩
の
城
跡
に
建
つ
宮
崎
県 

高
鍋
農
業
高
校
で
す
。

　
1
9
0
3
年
に
自
営
者
養
成
農
業
高

校
の
全
国
第
一
号
指
定
校
と
な
っ
て
以

来
、
学
校
関
係
者
は
実
習
用
地
の
確
保

に
努
め
、
日
向
灘
に
面
す
る
丘
陵
に
広

が
る
校
地
は
今
や
53
万
㎡
を
超
え
ま
す
。

こ
こ
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
や
加
工
食

品
は
約
1
0
0
品
目
、
販
売
収
益
は

年
間
8
0
0
0
万
円
ほ
ど
に
な
り
、
県

の
特
別
会
計
制
度
で
運
営
さ
れ
、施
設
・

設
備
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
大
連
携
も
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、

宮
崎
県 

農
業
大
学
校
で
の
実
習
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
11
名
が

同
大
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
同
校
の
特
徴
の
一
つ
が
学
生
寮
の
伝

統
を
守
り
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
湯
地
誠
校
長
は
「
冬
場
の
ハ
ウ
ス
の

暖
房
管
理
、
家
畜
の
分
娩
な
ど
命
と
向

き
合
う
仕
事
を
覚
え
る
う
え
で
、
寮
で

生
活
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
り

ま
す
」
と
強
調
し
ま
す
。

　
園
芸
科
学
科
と
畜
産
科
学
科
の
生
徒

は
全
員
3
年
間
の
寮
生
活
を
送
る
ほ
か
、

他
科
の
生
徒
も
希
望
す
れ
ば
入
寮
で
き
、

現
在
、
生
徒
4
1
1
人
の
約
半
数
が

寮
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
為
せ
よ
、屈
す
る
な
か
れ
」

不
屈
の
精
神
が
も
た
ら
す
栄
冠

　
同
校
が
危
機
に
直
面
し
た
の
は

2
0
1
0
年
で
し
た
。
県
内
で
口
蹄
疫

が
発
生
、
飼
育
し
て
い
た
牛
53
頭
、
豚

2
8
1
頭
の
全
頭
処
分
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
の
で
す
。

　
全
国
か
ら
激
励
が
寄
せ
ら
れ
、
山
形

県
米
沢
市
か
ら
は
見
事
な
子
牛
が
届
き

ま
し
た
。
指
導
役
を
買
っ
て
出
て
く
れ

た
の
は
、
口
蹄
疫
で
畜
産
を
や
め
た
地

域
の
生
産
者
で
し
た
。
温
か
い
支
援
に

応
え
よ
う
と
、
防
疫
体
制
を
徹
底
的
に

強
化
、
牧
場
再
建
に
取
り
組
ん
だ
生
徒

た
ち
が
手
塩
に
か
け
た
牛
は
昨
年
、
8

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
児こ

湯ゆ

郡ぐ
ん

市
育
成
牛

共
進
会
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
年
９
月
の
第
11
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
で
新
設
さ
れ
る
高
校
の
部
へ
の

エ
ン
ト
リ
ー
も
決
定
。
肉
用
牛
経
営
研

究
班
の
15
人
は
、
3
連
覇
の
か
か
る
宮

崎
県
勢
の
一
員
と
し
て
役
立
ち
た
い
と
、

毎
日
登
校
前
と
放
課
後
に
40
分
か
け
て

徒
歩
で
学
校
の
牧
場
に
通
い
、
候
補
牛

の
引
き
運
動
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
明
倫
堂
に
学
び
、
後
に
児
童
福
祉
の

父
と
呼
ば
れ
た
石
井
十じ
ゅ
う

次じ

が
残
し
た

『
為
せ
よ
、
屈
す
る
な
か
れ
』
と
い
う

言
葉
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
何
事
に
も
く
じ

け
な
い
若
者
を
育
ん
で
い
き
た
い
」
と

湯
地
校
長
は
語
り
ま
す
。

上／乳牛や和牛、豚の飼育管理技術を習得する。酪農では40頭のホルスタイ
ン種を飼育。 下／カウコンフォート（乳牛の快適性）に気を配り、乳生産の向
上を図っている。

右／ 11月に開催されたイベント「農
産物即売会」。 左／フードビジネ
ス科では、生徒が丹精込めて育て
た野菜など30種以上の商品を販売
し、完売。

左
販
崎
新
理
接
ど
学
薬

畜産
科学科
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地
域
農
家
と
共
に

伝
統
野
菜
を
復
活
、

商
品
化
へ

は
幼
稚
園
児
か
ら
小
中
学
生
。
幼
稚

園
児
に
は
き
ゅ
う
り
の
苗
植
え
や
い

も
掘
り
、
小
学
生
に
は
年
間
を
通
し

て
畑
づ
く
り
の
指
導
。
中
学
生
に
は
、

食
肉
の
生
産
工
程
を
教
え
る
授
業
や

エ
ゾ
シ
カ
肉
の
加
工
体
験
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
の
近
い
高
校
生
が
先
生
に
な

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
も
農
や
食

に
自
然
と
興
味
や
親
し
み
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
同

校
へ
の
進
学
を
決
め
た
子
ど
も
も
い

て
、
良
い
循
環
を
生
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
知
識
の
定

着
に
役
立
つ
ほ
か
、
相
手
に
合
わ
せ

た
話
し
方
や
言
葉
選
び
が
身
に
付
く

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

高
め
る
よ
い
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
岩
手
県
遠
野
市
の
伝
統
野
菜
「
遠

野
早は

や

池ち

峰ね

菜な

」。
遠
野
緑
峰
高
校
は
、

平
成
18
年
か
ら
こ
の
伝
統
野
菜
の
栽

培
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

当
初
は
地
元
で
も
栽
培
農
家
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
の

P
R
に
役
立
て
た
い
と
考
え
た
生

徒
た
ち
が
自
ら
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

つ
く
り
、
栽
培
し
て
く
れ
る
農
家
を

探
す
な
ど
普
及
に
努
め
た
結
果
、
生

産
組
合
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
。「
伝

統
野
菜
研
究
会
」
も
発
足
し
ま
し
た
。

　
生
産
量
が
増
え
、
知
名
度
も
上
が

っ
て
き
た
最
近
で
は
、
生
徒
た
ち
は

販
路
拡
大
と
商
品
化
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
東
京
で
の
商
談
会
に
参
加

し
た
り
、
地
元
の
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト

ラ
ン
と
協
力
し
て
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を

行
っ
た
り
、
自
ら
ス
ー
プ
を
作
っ
て

イ
ベ
ン
ト
で
振
る
ま
っ
た
り
と
、
6

次
産
業
化
を
実
践
的
に
学
ぶ
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
標
津
農
業
高
校
で
は
、
生
徒
が

先
生
と
な
り
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

に
農
畜
産
の
こ
と
を
教
え
る
「
食
育

学
校
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
対
象

　
北
海
道
中
央
部
に
位
置
す
る
岩
見

沢
市
に
あ
る
岩
見
沢
農
業
高
校
は
、

7
つ
の
学
科
を
持
ち
、
8
0
0
人
以

上
が
通
う
道
内
最
大
規
模
の
農
業
高

校
で
す
。
同
校
で
は
年
々
女
子
生
徒

の
数
が
増
加
し
、
現
在
は
全
校
生
徒

の
半
数
近
い
3
4
0
人
で
す
。

　
昨
年
10
月
、
札
幌
市
の
商
業
施
設

に
て
行
わ
れ
た
特
別
展
示
は
、
企
画

内
容
か
ら
当
日
の
客
対
応
ま
で
、
女

子
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
成
功
さ
せ

た
一
例
で
す
。
出
展
し
た
生
活
科
学

科
は
瓶
の
中
で
花
を
咲
か
せ
る
「
イ

ン
ビ
ト
ロ
フ
ラ
ワ
ー
」
を
販
売
。
地

元
の
方
も
初
め
て
見
る
花
の
形
に
興

味
津
々
の
様
子
で
し
た
。
農
業
ク
ラ

ブ
の
技
術
競
技
大
会
で
も
優
秀
な
成

績
を
残
し
て
い
る
女
子
生
徒
た
ち
。

卒
業
後
も
北
海
道
の
農
業
界
を
引
っ

張
っ
て
い
く
存
在
と
し
て
、
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

多くの農業高校で、地域や他団体と連
携しユニークな活動が行われています。
最近の事例をご紹介します。

農
業
高
校
が
地
域
の
食
育
を
担
う
。

高
校
生
が
子
ど
も
た
ち
の
先
生
に

﹇
北
海
道
﹈
中
標
津
農
業
高
校

規
格
外
海
苔
を
鶏
の
飼
料
に
。

﹇
熊
本
県
﹈
熊
本
農
業
高
校

「
食
育
ア
プ
リ
」を
共
同
企
画
。

﹇
兵
庫
県
﹈
播
磨
農
業
高
校

北
海
道
最
大
の
農
業
高
校
で

「
ノ
ケ
ジ
ョ
」が
活
躍
中
！

﹇
北
海
道
﹈
岩
見
沢
農
業
高
校

﹇
岩
手
県
﹈

遠と
お

野の

緑り
ょ
く

峰ほ
う

高
校

学
校
と
地
元
農
家
に
学
ぶ

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

﹇
栃
木
県
﹈
矢
板
高
校

先
の
候
補
を
教

え
て
く
れ
る
な

ど
、
生
徒
た
ち

が
卒
業
後
の
進

路
を
考
え
る
う

え
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
夢
を
見
つ
け
た
と
い
う
声

も
あ
り
、
非
農
家
の
生
徒
が
増
え
る

な
か
、
こ
の
活
動
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

　
矢
板
高
校
の
農
業
経
営
科
で
は
、

3
年
次
に
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
学
校
で
の
勉
強
と
並
行
し
て
、

地
元
の
農
家
や
関
係
団
体
で
年
間
を

通
し
て
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
は
現
場
の
仕
事
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
経
営
者
と
し
て
の
視
点
や

知
識
に
触
れ
て
よ
い
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。
受
け
入
れ
先
の
方
々
は
、

開
業
す
る
場
合
の
初
期
経
費
や
就
職

﹇
佐
賀
県
﹈

佐
賀
農
業
高
校

な
か

　
し
べ

　
つ

農業高校
ニュース

農
業
系
女
子
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付

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

高
め
る
よ
い
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
4
月
よ
り
、
文
部
科
学
省
が

取
り
組
む
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
農
業
高

校
と
し
て
初
め
て
指
定
を
受
け
た
佐

賀
農
業
高
校
。
国
際
的
な
視
点
を
持

ち
、
日
本
の
農
業
分
野
を
引
っ
張
っ

て
い
く
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
軸
と
な
る
の
は
、
3
年
間
一
貫

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
課
題
研
究
で

す
。
1
年
次
に
は
佐
賀
県
の
農
業
を

調
べ
、
2
年
次
に
佐
賀
県
と
近
い
地

形
を
持
つ
ベ
ト
ナ
ム
で
の
研
修
、
3

年
次
に
共
通
点
と
相
違
点
を
研
究
し

発
表
を
行
い
ま
す
。
県
内
の
大
学
や

県
の
農
林
水
産
部
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ（
日

本
貿
易
振
興
機
構
）
な
ど
も
講
師
と

し
て
協
力
し
、
生
徒
た
ち
も
興
味

津
々
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
、

自
ら
輸
出
を
行
う
農
業
者
や
、
輸
出

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
の
育
成
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　アメリカの農業クラブ連盟「FFA」の学生た
ちが、1月 22日～ 2月 1日の日程で来日。東
京都の瑞穂農芸高校で行われた歓迎交流会で都
内の農業高校生たちと国際交流を図りました。
また、農業視察、全農東海支店の工場見学、愛
知県内でのホームステイなどを実施。農業とい
う共通の夢を持つ同年代と触れ合う機会は、双
方の学生にとって大きな刺激になりました。

農業を学ぶ
アメリカの学生と国際交流

格
外
海
苔
の
飼
料
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
た
熊
本
農
業
高
校
。

　
県
内
の
漁
業
関
連
団
体
と
の
共
同

研
究
に
よ
り
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
細

か
く
粉
砕
し
、
飼
料
に
3
％
添
加
す

る
方
法
を
確
立
。
海
苔
を
与
え
る
と
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
や
カ
ロ
テ
ン
な
ど
の
栄
養
価

も
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
卵
は
「
海
苔
ノ
リ
た
ま
ご

♥
黄
身
に
夢
中
♥
」
と
名
付
け
ら
れ
、

昨
年
1
月
に
商
標
登
録
を
完
了
。
2

月
に
は
、
第
4
回
「
食
品
産
業
も
っ

た
い
な
い
大
賞
」
で
、
食
料
産
業
局

長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
校
で
販

売
す
る
ほ
か
、
県
内
養
鶏
農
家
に
も

飼
料
を
広
く
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
海
苔
生
産
者
か
ら
、
廃

棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
海
苔
が
大
量
に

あ
る
と
の
連
絡
を
き
っ
か
け
に
、
規

規
格
外
海
苔
を
鶏
の
飼
料
に
。

地
域
資
源
活
用
が
成
果
を
生
む
! 

﹇
熊
本
県
﹈
熊
本
農
業
高
校

ア
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
主
催

す
る
「
全
国
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
見
事
ベ
ス
ト

10
に
選
ば
れ
、
東
京
工
科
大
学
の
協

力
で
実
際
に
ア
プ
リ
が
制
作
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
農
援
隊
」
で
す
。

　
そ
の
名
の
通
り
、「
孫
の
よ
う
に

手
伝
う
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

き
ゅ
う
り
の
植
え
付
け
や
文ぶ

ん

旦た
ん

の
交

配
作
業
な
ど
、
農
家
の
方
が
猫
の
手

も
借
り
た
い
ほ
ど
忙
し
い
時
期
に
、

生
徒
た
ち
が
農
作
業
を
手
伝
い
ま
す
。

　
農
家
の
方
に
と
っ
て
大
き
な
助
け

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
も
地
元
農
家
と
触
れ
合
い
な

が
ら
現
場
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
播
磨
農
業
高
校
は
、
地
元
企
業
や

兵
庫
県
立
大
学
な
ど
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
課
題

研
究
の
授
業
を
行
う
高
校
で
す
。
昨

年
か
ら
は
、
地
元
だ
け
で
な
く
沖
縄

県
内
の
4
つ
の
高
校
と
も
共
同
研
究

を
開
始
。
お
互
い
の
県
を
調
査
し
合

い
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
考
案
し
た
の
は
、
種
を
ま
い
て
か

ら
作
物
を
収
穫
す
る
ま
で
を
体
験
で

き
る
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
。
農
園
と
提
携

し
て
収
穫
物
を
届
け
る
仕
組
み
で
、

遊
び
な
が
ら
農
業
を
知
り
、
収
穫
の

喜
び
も
味
わ
え
ま
す
。
こ
の
ア
イ
デ

　
高
知
県
西
部
唯
一
の
農
業
高
校
で

あ
る
幡
多
農
業
高
校
。
約
10
年
前
か

ら
始
ま
っ
た
活
動
が
「
孫
1
0
0
人

「
食
育
ア
プ
リ
」を
共
同
企
画
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
ベ
ス
ト
10
入
り

﹇
兵
庫
県
﹈
播
磨
農
業
高
校

「
孫
1
0
0
人
の
農
援
隊
」で
地
元
支
援

﹇
高
知
県
﹈
幡
多
農
業
高
校

徒

な
か
、
こ
の
活
動
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

触

刺

い
ま
す
。
受
け
入
れ
先
の
方
々
は
、

開
業
す
る
場
合
の
初
期
経
費
や
就
職

農
業
界
の

グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
を
育
成

﹇
佐
賀
県
﹈

佐
賀
農
業
高
校

歓迎交流会では、
餅つきや弓道体
験を行った。

農業高校
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